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◆調査対象：　安来市内で訪問介護サービスを実施している法人等

◆調査期間：　令和4年12月14日　～　12月26日

問１．貴事業所の経営種別に○をつけてください。

〇印

問２． 貴事業所の訪問介護職員の人数について次の回答欄に記入してください。（令和４年１２月１日時点）

※複数の事業所を兼務している職員がいる場合、『兼務』としてください。

専従 兼務 パート 登録 合計

（1）正規職員の人数と年齢構成・性別　　　　　　　　　　　　　　　（２）非正規職員の人数と年齢構成・性別

区分 人数 男性 女性 区分 人数 男性

10代20
代

10代20
代

30代 30代

40代 40代

50代 50代

60代 60代

70代以上 70代以上

常勤 　(人)

非常勤 (人)

合計

女性

事業所の経営種別

4．財団・社団法人

5．合同会社・合資会社

6．ＮＰＯ法人

7．その他

3．株式会社・有限会社

2．医療法人

1．社会福祉法人

訪問介護人材の確保等に関するアンケート

問３． 貴事業所における訪問介護職員の正規職員と非正規職員のそれぞれの状況(事務職員を除く)を次の回答欄に記
入してください。



※　実雇用人数について、複数の資格保有者に関しては、主たる業務に関する職種欄に記入してください。

配置希望
人数

実雇用
人数

不足
人数

問５． 貴事業所の現在の職員の定着状況についてどのように考えていますか。　

（あてはまるものに○）

〇印

１．定着率が低く困っている

２．定着率は低いが困っていない

３．定着率は低くない

回答区分

介護福祉士

ホームヘルパー2級

看護師・准看護師

理学療法士・作業療法士
・言語聴覚士

介護支援専門員

栄養士・管理栄養士

その他の資格職
（社会福祉士等）

問４． 各職種について貴事業所の訪問介護で必要と考える人数と実際に雇用されている人数を記載してください。

資格なし

合計



問６．現在、貴事業所において特に人材確保に苦慮している職種をお答えください。（上位３つに○）

〇印

問７．特に退職者の多い（定着率の低い）職種をお答えください（上位３つに〇）

〇印

職種区分

１．介護職員（施設）

２．介護職員（通所）

３．ホームヘルパー

４．サービス提供責任者

５．看護師（施設）

６．看護師（通所）

７．訪問看護師

１３．主任ケアマネ

１４．社会福祉士

１４．社会福祉士

１．介護職員（施設）

職種区分

７．訪問看護師

８．理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

９．相談員（施設）

１０．相談員（通所）

１１．施設ケアマネ

１２．居宅ケアマネ

６．看護師（通所）

１０．相談員（通所）

１１．施設ケアマネ

１２．居宅ケアマネ

１３．主任ケアマネ

２．介護職員（通所）

３．ホームヘルパー

４．サービス提供責任者

５．看護師（施設）

１５．その他（　　　　　　　　　　　）

１５．その他（　　　　　　　　　　　）

８．理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

９．相談員（施設）



問８．人材募集を行う場合どのような方法・媒体を使っていますか。（あてはまるものすべてに○）

〇印

9．インターンシップ、実習生の受け入れ

４．求人・就職情報誌、求人情報サイト

６．法人又は施設・事業所のホームページ

５.新聞等の折り込みチラシ、新聞、雑誌の広告

２．福祉人材センター（Web含む）

３．学校・養成施設等への紹介依頼

〇印

問９．貴事業所で訪問介護事業を運営する上での課題について、該当するものを選んで下さい。（上位３つに〇）

１．今の介護報酬では、人材の確保・定着のために十分な賃金を払えない

２．経営が苦しく、労働条件や労働環境改善をしたくてもできない

３．良質な人材の確保が難しい

４．新規利用者の確保が難しい

項目別

７．職員同士のコミュニケーションが不足している

８．その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１０．人材紹介・人材派遣会社へ依頼

理由別

１．ハローワーク等（Web含む）

１１．ボランティアに声をかける

7.就職セミナー（就職説明会）

８．チラシのポスティング

５．介護従事者の介護業務に関する知識や技術が不足している

６．教育・研修の時間が十分にとれない

１２．職員等関係者の紹介

１３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）



問１１．外国人の雇用による人材の確保を検討されていますか。

外国人雇用の問題点や懸念される事項についてお答えください。（上位３つに〇）

問１０．貴事業所で訪問介護の離職防止や人材定着のために行っている方策であてはまるものを選んで
　下さい。（あてはまるもの全て）

〇印

６．労働時間（時間帯・総労働時間）の希望を聞いている

７．悩み、不満、不安などの相談窓口を設けている

８．職場内の仕事上のコミュニケーションの円滑化を図っている

９．業務改善や効率化等による働きやすい職場づくりに力をいれている

一事業所として受け入れるにはハードルが高い。

本社の方針として採用していない。

職場内でのコミュニケーション能力、人間関係がうまくいくかどうか不安がある。

外国人への教育体制やコミュニケーション等への不安や対応する時間的な余裕、体力がない。

言葉や文化など生活環境が違いや知識不足、労働慣行の違いなどが不安。（在宅、訪問看護）

利用者自身の偏見やそれをサポートする対応がさらに必要になると予測されるため。

認知症利用者とのコミュニケーションなど決め細やかな対応がうまくとれるか心配。

記録が充分にできないのではないか。

１．実際に雇用している

２．外国人による人材の確保を検討している

３．外国人による人材の確保は考えていない

項目別

利用者とのコミュニケーション能力(言葉、細かな配慮、気づき)、意思の疎通等に不安がある。

在宅訪問のために車での移動で土地がわからないと難しい。

１０．福利厚生を充実させ、職場内の交流を深めている

１１．休憩室や談話室などの職場環境を整えている

１２．子育て支援を行っている

〇印

５．社内研修、社外研修等　能力開発の機会を充実している

項目別

１．賃金・労働時間帯等の労働条件（休暇を取りやすくすることを含む）を改善している

２．能力や仕事ぶりを評価し、配置や処遇に反映している

３．キャリアに応じた給与体系を整備している

４．非正規職員から正規職員への転換の機会を設けている

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

採用候補者の不足や技能実習生制度等の手続きが頻繁だと思う。

受入体制を整備する金、人的対応、時間がない。コスト高になるのではないか。



問１２．職員の産休・育休時の人材確保の対応についてご記入ください。

問１３．介護人材の確保について必要と思われることをお答えください。（上位３つに〇）

〇印

８． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

雇用年齢が４０代以上となりやすい。

項目

１． 介護報酬の見直し

２． 事務負担の軽減

３． 経営の多角化（介護報酬外収益の確保）

４． 福祉職場のイメージアップ

５． 研修等の充実

６． 潜在有資格者の発掘

７． 学生の介護職場体験

期間を限定した人材派遣会社へ依頼すると人件費が高くなるため厳しい状況にある

希望すれば産休育休がとれる

復職時には余剰人員になる事承知の上で補充求人で対応せざるを負えない。

ハローワーク等へ求人募集を行う。

在職の職員の協力により対応する。

パート職員を採用し対応している。

余剰人員を持つことで対応している。

産休、育休を取得する職員がいない。

事業所内での職員の配置異動等により対応している。

募集しても代替人材の確保は厳しい状況にある。

代替職員を確保しても復帰後の人員枠があるため正規の採用が難しい。

代替職員の募集として賃金上乗せにて採用し、希望により常用雇用へと移行している。

法人、グループ内で異動調整を行い充足させている。

問１４．人材確保が困難となっている要因について思わることをご自由にお書きください



問１５．人材確保・定着に関して、効果があった取り組みがありましたら、お書きください

問１６．介護現場の人材確保・定着に関して補助制度や仕組みづくり等について、安来市や国に望むことがあればお
書きください



Ⅰ　あなた自身について

問１．性別 １. 男 　　２. 女

問２．年代（令和４年１２月１日現在）

１. 10代　　２. 20代　　３. 30代　　４. 40代　　５. 50代　　６. 60代　　７. 70代以上　

問３．主たる生計維持者 1.自分 　　2.自分以外　　3.その他

問４．あなたの介護に関する資格等についてお伺いします。

※あてはまる番号全てに○

※あてはまる番号全てに○

（２）訪問介護の経験年数を他の法人での勤続年数も含めてお答えください。 年 ヵ月

（１）以下の介護に関する資格のうち、あなたが①現在持っている介護に関する資格等はどれですか。
また、②今後取りたい資格はありますか。ある場合、③今後取りたいと考えている介護に関する資格等はどれです
か。

（注）「認定介護福祉士」とは、一般社団法人認定介護福祉士認証・認定機構が認定したものを指す。

①現在持っている介護に関する資格等 ②今後取りたい資格はありますか。

認定介護福祉士
ある ない

介護福祉士

ホームヘルパー2級 介護福祉士

主任介護支援専門員 実務者研修

介護支援専門員 介護職員初任者研修

実務者研修

介護職員初任者研修 ③今後取りたいと考えている
介護に関する資格等はどれですか。介護職員基礎研修

社会福祉士

精神保健福祉士

栄養士・調理師

その他（　　　　　　　　）

上記の資格なし

ホームヘルパー1級 認定介護福祉士

栄養士・調理師 主任介護支援専門員

その他（　　　　　　　　） 介護支援専門員

上記の資格なし 看護師・准看護師

看護師・准看護師 介護職員基礎研修

社会福祉士 ホームヘルパー1級

精神保健福祉士 ホームヘルパー2級



Ⅱ　現在の仕事について

問５．あなたが今働いている法人での勤続年数をお答えください。 年 ヵ月

問６． （１）あなたの職位は何ですか。※○は１つ

（注）ここでいう管理職とは、２の主任・（サブ）リーダーなどを介護の現場で統括している方をいいます。

（２）あなたは今後、より上位の職位を目指しますか。※○は１つ

（注）ここでいう「より上位の職位とは、より責任のある「主任」「管理職」等の地位を目指したいかどうかを聞いています。

問７．あなたの就業形態、勤務形態についてお伺いします。　

（２）へ ②へ ②へ

②雇用期間に定めはありますか。※○は１つ

③今後、正規職員となることを希望しますか。 １.　はい ２.　いいえ

（２）へ

約 時間／週

（１）①あなたの就業形態は次のうちどれですか。（勤務先の呼称でお答えください。）※○は１つ

（２）①あなたの１週間の労働時間（残業を除く）をご記入ください。

②フルタイムでない方にお聞きします。あなたが希望とする１週間の労働時間（残業を除く）は、今と比べ
て次のうちどれですか。

２.　今の時間のまま ３.　今より短く働きたい

１．管理職

２．主任・(サブ)リーダーなど職場のまとめ役

３．一般職・担当職

１.　より上位の職位を目指す ２.　今のままでよい

１.　正規職員 ２.　非正規職員（常勤） ３.　パート

２．雇用期間の定めなし（定年までの雇用を含む）１．雇用期間の定めあり

１.　今より長く働きたい



Ⅲ　賃金等について

問８．賃金や手当等についてどのような希望をお持ちですか。※あてはまる番号全てに○

Ⅳ　仕事についての考え方

問９．あなたが現在の仕事を選んだ理由は何ですか。※あてはまる番号全てに○

問１０．あなたの今の仕事には、次のようなことがあてはまりますか。※あてはまる番号全てに○

1.　 基本給の引き上げ

９.　 業務改善の機会がある

４. 　 利用者の援助・支援や生活改善に
　　　つながる

10.   期待される役割が明確である

７.　資格・技能が活かせるから 14. 　特に理由はない

５. 　仕事が楽しい 11.   目標にしたい先輩・同僚がいる

12.　個別の訪問が好きだから

６.　身近な人の介護の経験から 13.　その他（　　　　        　　　　　）

8.    移動時間の労働時間への算入や移動手当の導入・引き上げ

９.　 賞与(ボーナス)の導入・引き上げ

10.　連絡用の携帯電話の支給・通信費補助

11.　その他（　　         　　　    　　    　　　）

12.　賃金や手当等についての希望はない

１.　働きがいのある仕事だと思ったから ８.　 介護の知識や技能が身につくから

２.　今後もニーズが高まる仕事だから ９.　 給与等の収入が多いから

３.　人や社会の役に立ちたいから

６. 　福祉に貢献できる 12.   いずれもあてはまらない

2.　 能力や仕事ぶりに応じた評価の実施

3.　 勤務年数に応じた評価の実施

4.　 資格手当の導入・引き上げ

5.　 役職手当の導入・引き上げ

６.　早朝・夜間勤務手当の導入・引き上げ

7.　 通勤手当の導入・引き上げ

５.　お年寄りが好きだから

10.　自分や家族の都合のよい時間（日）に
　　  働けるから

４.　生きがい・社会参加のため 11.   他によい仕事がないため

１. 　専門性が発揮できる ７.　 生計を立てていく見込みがある

２.　 自分が成長している実感がある
８. 　法人（事業所）や上司から働きぶりが
　　  評価される

３.　 キャリアアップの機会がある



問１１．現在の仕事の満足度についてお伺いします。

①～⑫の各項目全てについて、あてはまる箇所に○を付けて下さい。

満
足

や
や
満
足

普
　
通

や
や
不
満
足

不
満
足

わ
か
ら
な
い

問１２．（1）あなたの仕事（職種）に関する希望についてお伺いします。※○は１つ

　　　 （２）「2.」を選択した方は、目指す職種を下記から選んで〇をつけてください。

問１３．あなたの職場の特徴をお伺いします。 ※あてはまる番号３つに○

１.　男女の区別なく昇進・昇格できる

２.　仕事と育児の両立を支援する制度を活用できる雰囲気がある

３.　仕事と介護の両立を支援する制度を活用できる雰囲気がある

４.　従業員の個人的な生活時間の確保に配慮する雰囲気がある

５.　残業や休日出勤が少ない

６.　訪問時に困ったことがあったら相談に乗ってもらえる

７.　仕事と子育てを両立しながら働き続ける女性が多くいる

８.　いずれもあてはまらない

⑫ 職業生活全体

1.　今の仕事を続けたい

2.　今の仕事以外で下記に記載されている仕事をしたい

3.　介護の仕事以外の仕事をしたい

項　　　　　目

① 仕事の内容・やりがい

② キャリアアップの機会

③ 賃金

④ 労働時間・休日等の労働条件

⑤ 勤務体制

⑥ 人事評価・処遇のあり方

⑦ 職場の環境

⑧ 職場の人間関係、コミュニケーション

⑨ 雇用の安定性

⑩ 福利厚生

⑪ 教育訓練・能力開発のあり方

４．障がい者施設職員 ８． その他（　　　　　　　　）

１. サービス提供責任者 5． 介護職員（通所施設）

２. 介護職員（医療機関） ６． 生活相談員

３. 介護職員（介護施設） ７． 介護支援専門員　(ケアマネジャー)

4.　わからない

5.　働きたくない



Ⅴ　働く上での悩み、不安、不満、やりがい等について

問１４．現在、あなたが抱えている働く上での悩み、不安、不満等についてお伺いします。

※あてはまる番号全てに○

１.　 雇用が不安定である

２.　 正規職員になれない

３.　 人手が足りない

４.　 仕事内容のわりに賃金が低い

５.　 労働時間が不規則である 　

６.　 労働時間が長い

７.　 残業がある・多い

８.　  休憩が取りにくい

９.　  有給休暇が取りにくい

10.　職務として行う医療的な行為に不安がある

11.　身体的負担が大きい（腰痛や体力に不安がある）

12.　精神的にきつい

13.　健康面（感染症、怪我）の不安がある

14.　業務に対する社会的評価が低い

15.　一人で訪問するのに不安な家がある

16.　利用者宅によってルールが違い（例：洗濯、調理法等）合わせるのが大変

17.　雨や雪の時の訪問が大変

18.　仕事中の怪我などへの補償がない

19.　利用者宅への移動時に給料が発生しない

20.　利用者都合でキャンセルになった場合の給料保障がない

21.　その他（　　　         　　    　　    　　　       　　　）

22.　特になし

問１５． あなたは、仕事中に利用者やその家族から以下のようなことを経験したことがありますか。

1.　セクハラ（性的嫌がらせ） ※当てはまる番号全てに〇

2.　暴力

3.　暴言（直接的な言葉の暴力）

4.　介護保険以外のサービスを求められた

5.　その他（　        　　　　　　　　　　　　　　　　）

6.　上記のような経験をしたことはない

問１６．「１．～５．」に○がついた方にお聞きします。これらを経験した時に事業所へ相談しましたか

「１５．一人で訪問するのに不安な家」について具体的な事例がありましたら、下記にお書きください。

１.　はい ２．いいえ



問１７． ヘルパーとして勤務するうえで、良かった点についてお伺いします。※当てはまる番号全てに○

1.　  働き方の自由度が高くプライベートを大切にできる

2.　  利用者一人ひとりに寄り添ったケアを行える

3.　  利用者から直に感謝の言葉を貰える

4.　  人生勉強ができる

5.　  他の職務の従事に比べて短時間の対応で済む（例えば通所施設8時間に比べ利用者1人当たり、30分～2時間）

6.　  利用者から色々なことを教えてもらえる

7.　  家族の悩みや大変さを知ることができる

8.　  家族からも感謝の言葉が直接聞ける

9.　  一人の訪問で気楽に動ける

10.　休暇が取りやすい

11.　自分の将来について色々と考えさせられる

12.　景気に関係なく給料がもらえる

13.　移動が気分転換になる

14.　訪問することで利用者に笑顔が出る

15.　訪問することで利用者に良い変化がある

16.　家族や親族の介護に役に立つ

17.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１８．訪問介護に従事するようになったきっかけは何ですか。※あてはまる番号全てに○

１.　 人事異動

2.　  ハローワーク等

3.　  福祉人材センター（web含む）

4.　  学校・養成施設等での進路指導

5.　  求人・就職情報誌、求人情報サイト

6.　  折込チラシ、新聞・雑誌の広告

7.　  法人又は施設・事業所のホームページ

8.　  就職セミナー（就職説明会）

9.　  友人・知人からの紹介

10.　ボランティア、実習

11.　ホームヘルパー等養成講座を通じて施設・事業所を知った

12.　施設・事業所からの就職の働きかけ

13.　民間の職業紹介

14.　行政広報誌（市報等）

15.　その他（　　　　　        　　　　    　　　　　　　　　　）



問１９．.訪問介護という仕事を人に勧めたいと思いますか？

問２０．問２０で答えた内容について具体的な理由があれば教えてください

問２１．訪問介護を続けていくために、事業主に望むことがあればお書きください

１.　思う ２.　思わない



1．男性 2．女性 3．その他

問２．　年別（令和4年12月1日現在）

問４．　あなたは現在、就職先が決まっていますか？

※就職が内定している方は内定先についてご回答ください。

１２．介護関係の職種しか就職するところがないから

２．　資格が取れるから

安来市における訪問介護サービスの実態調査

問１．性別

１．10代　　２．２０代　　３．30代　　４．40代　　５．50代　　６．60代　　７．70代以上　

問３．介護福祉士養成施設に入学した理由について教えてください（複数回答可）

１．　介護･福祉関係の仕事に就きたかったから 

２．介護職(通所のまたは訪問の介護職員)として就職

３．　将来､家族の介護などに役立つから

４．　家族や進路指導の先生に勧められたから

５．　現在の職場で必要だったから

６．　職場でのスキルアップに必要だったから

１３．なんとなく

７．　高齢者や障害のある人と接するのが好きだから

８．　社会に貢献できる仕事だから

９．　将来性があるから

１０．安定性があるから

１４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1.　はい

2.　いいえ

問５．卒業後の希望する進路について教えてください（上位３つに〇）

１．介護職(施設の介護職員)として就職

１１．就職しやすそうだから

３．介護職(医療機関の介護職員)として就職

５．介護職以外の職種(相談員､事務職など)として就職

６．医療･福祉以外の職種として就職

７．進学

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．条件の良いところがあれば、介護職として就職してもよい

※問５にて５．６．７．を選択された方
　⇒この後の設問には、介護職として就労すると仮定してお答え下さい。



問８．あなたが勤めたいと感じる職場の特徴をお伺いします （上位３つに○）

７．わからない

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．男女の区別なく昇進・昇格できる

２．仕事と育児との両立を支援する制度を活用できる雰囲気がある

３．仕事と介護との両立を支援する制度を活用できる雰囲気がある

４．従業員の個人的な生活時間の確保に配慮する雰囲気がある

５．残業や休日出勤が少ない

６．訪問時に困ったことがあったら相談にのってもらえる

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問９．訪問介護（ホームヘルパー）として就職したいですか

２．就職したくない

２．定年まで

問１０．問９で答えた内容について、具体的な理由を教えてください（自由記述）

３．結婚または出産するまで

４．いずれは専門学校･大学等に通い直して看護師などの医療関係の資格を取得したいので
　　それまでの間

５．現在働いているところ以外の医療・福祉の職場が見つかるまで

６．医療･福祉以外で別のいい仕事が見つかるまで

１．就職したい（「いつか条件が整えば就職したい」等の将来的な意向も含む）

問７．介護・福祉関係の仕事の就労継続期間は以下のどれに当てはまりますか？

１．一生の仕事としてできるだけ長く

問６．あなたが就職した先で希望する雇用形態について教えてください

１．正規職員

２．非正規職員（常勤）

３．パートタイマー等

７．仕事と子育てを両立しながら働き続ける女性が多くいる



1．男性 2．女性 3．その他

問２．年別（令和4年12月1日現在）

問４．あなたは現在、就労中ですか？ 問４ー①

７．高齢者や障害のある人と接するのが好きだから

８．社会に貢献できる仕事だから

９．将来性があるから

10．安定性があるから

※問５にて５．６．７．を選択された方
　⇒この後の設問には、介護職として就労すると仮定してお答え下さい。

４．条件の良いところがあれば、介護職として就労してもよい

1．　はい

2．　いいえ

問５．研修終了後の就労先についての希望を教えてください（上位３つに〇）

１．介護職(施設の介護職員)として就労

２．介護職(通所または訪問の介護職員)として就労

介護職

介護職以外

「はい」と回答の方は、
右記のあてはまる方に〇
をしてください

３．介護職(医療機関の介護職員)として就労

５．介護職以外の職種(相談員､事務職など)として就労

２．資格が取れるから

３．将来､家族の介護などに役立つから

４．家族や同僚、知人などに勧められたから

５．現在の職場で必要だったから

６．職場でのスキルアップに必要だったから

安来市における訪問介護サービスの実態調査

問１．性別

１．10代　　２．20代　　３．30代　　４．40代　　５．50代　　６．60代　　７．70代以上　

問３．介護初任者研修を受けた理由について教えてください（複数回答可）

１．介護･福祉関係の仕事に就きたかったから 

11．就職しやすそうだから

12．介護関係の職種しか就職するところがないから

13．なんとなく

14．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．医療･介護･福祉以外の職種で就労

７．就労は予定してない

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問８．あなたが勤めたいと感じる職場の特徴をお伺いします （上位３つに○）

問10．問９の回答について、具体的な理由を教えてください（自由記述）

２．就労したくない

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．男女の区別なく昇進･昇格できる

２．仕事と育児との両立を支援する制度を活用できる雰囲気がある

３．仕事と介護との両立を支援する制度を活用できる雰囲気がある

４．従業員の個人的な生活時間の確保に配慮する雰囲気がある

５．残業や休日出勤が少ない

６．困ったことがあったら相談にのってもらえる

７．仕事と子育てを両立しながら働き続ける女性が多くいる

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問９．訪問介護（ホームヘルパー）として就労したいですか

２．定年まで

３．結婚または出産するまで

４．いずれ看護師･ケアマネジャー･社会福祉士など他の資格を取得したいのでそれまでの間

５．現在働いているところ以外の医療･介護･福祉の職場が見つかるまで

６．医療･介護･福祉以外で別のいい仕事が見つかるまで

１．就労したい（「いつか条件が整えば就労したい」等の将来的な意向も含む）　

７．わからない

問６．就労先であなたが希望する雇用形態について教えてください

１．正規職員

２．非正規職員（常勤）

３．パートタイマー等

問７．介護･福祉関係の仕事の就労継続期間は以下のどれに当てはまりますか？

１．一生の仕事としてできるだけ長く



 



 


